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5万分の1地質図幅の新刊
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5万分の1地質図幅
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をとり入れた農業が発達し農作物の集散地となっ

た本地域は徐々に工業地域に変化しようとしてい

る.このため表層を主とした地質調査では北海

道においてもっとも早く昭和初期に行われたとこ

ろであるが最近の第四紀学の発展に沿ってより精

密にまた地下地質骨材にまで目が向けられて来

ている.

この地域の大部分を占めるのは鮮新一下部更新統

の十勝累層群を基盤として中央を西から東へ流れ

る十勝川に向って北からと南からゆるく傾斜する

平坦な台地で北は6つ南は8つの平坦面に区分

される.

台地を構成する更新世中期以降の堆積物は十勝平

野を埋めつくしたとみられる新旧2回の扇状地堆積

物とその間に削剥して平坦面を作った薄い砂礫層

また各平坦面を順次覆っている降下火砕堆積物から

校りこれらが精密な第四紀学の手法をとり入れた

調査法によって明らかにされた次第カミ正確に表現さ

れている.

約14,000年前に西方の恵庭火山から噴出降下した恵

庭の降下軽石堆積物は本地域で多くの内陸古砂丘

を作った.この古砂丘の分布･形状･内部構造カミ

土壌･植生とともにくわしく述べられているのが目

新しい.次にあまり記載されたことのないイン

ボリュｰション･化石構造土などの周氷河現象が記

載されているのはこの方面の今後の研究には欠か

せない基礎資料となるであろう.

･最後に多くの試錐とも総合して十勝構造盆地の構

造盆地の変遷を寒冷気候とからませて述べている

のは単に地質学への寄興のみならず北海道東部

における重要溶帯広地方の今後の発展のためにも大

き荏貢献をするものと考えられる.

･この図幅は著者らも参加して行われた十勝団体研

究会の約20年にわたる調査研究の成果を土台とし

て公表されるものであり昭和54年に出版された南

隣｢大正｣図幅に引き続くものである.本地域の

調査は北海道開発庁の委嘱によって行われた･

･帯広は十勝平野の中央に位置し“火山灰地"とし

て知られる広大匁地域の中心であり開拓の歴史を

もつ地域である.開けた平地は今では近代農法
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